
浜松科学館は
館内の一部をリニューアルします
浜松科学館では、二期にわたる館内の一部リニューアルを進めています。第一期

は 2025年 3月にオープンしました。第二期となる今年度は、浜松市出身のノー

ベル物理学賞受賞者・天野浩氏のコーナーの刷新をはじめとした、地域の文化や

科学の発展、そして未来について、ともに考える場所づくりをめざします。

第二期 2027年3月20日 オープン！



第二期リニューアルでめざすもの

展示ストーリーの充実とアクセシビリティの向上
「ものづくりのまち・浜松」のなりたちとこれからを、浜松科学館の視点から伝える「浜松科学館 展示ストーリーブック」。本誌
のさらなる充実によって、“科学を通した地域のまなび”を支える場所をめざします。合わせて、利用者動線の補助やサインの見
直しなどのアクセシビリティの向上によって、誰もが利用しやすいミュージアムをかなえていきます。

キーワード

文化観光

地域のまなび

アクセシビリティ

展示ストーリーブック
（Web版）はこちら



第二期 更新箇所
展示ストーリーブック中にも記載のある「ものづくりのまち・浜松」の成り立ちにおいて象徴的なアイテムを
「シンボル展示」として、主要箇所に新規設置します。

シンボル展示②シンボル展示①

綿花
江戸時代中期に遠州地方の主要産業となり、「ものづくりのまち・浜
松」の原点ともいえる綿花栽培について、実物の観察により学ぶこ
とのできる展示を導入します。屋外「サイエンス農園」とのつなが
りも示します。

自動織機
繊維産業の発展とともに開発された「鈴木式自動織機」の実物を展
示します。1F らせん階段横に設置し、綿花栽培～織機の歴史のつな
がりを示すとともに、2F「力ゾーン」の自動車産業への発展に誘導
していきます。（提供：スズキ歴史館）

※2026年 7月時点のパースです。変更がある場合があります



※2026年 7月時点のパースです。変更がある場合があります第二期 更新箇所

シンボル展示③ シンボル展示④

リードオルガン
地形的特徴から盛んになった遠州地域の楽器産業において、初めて
国産で製造された「ヤマハリードオルガン」を音ゾーンの偉人パネ
ル周辺に展示します。（提供：浜松市楽器博物館）

光電子増倍管
ニュートリノ研究を支える「カミオカンデ」に搭載される各種光電
子増倍管を展示するほか、原理解説映像や宇宙関連のセンサーなど
を展示し、最新の研究内容に触れられるスペースとします。（協力：
浜松ホトニクス）



※2026年 7月時点のパースです。変更がある場合があります第二期 更新箇所

名誉館長・天野 浩氏の研究にふれる さまざまなワゴン展示で光のしくみをまなぶ

「天野浩博士の研究室 (仮 )」の新設
光ゾーン「ようこそ LED の世界へ」を刷新。浜松市出身で、ノーベ
ル物理学賞受賞者および浜松科学館名誉館長でもある研究者・天野
浩氏の功績にふれるコーナーです。青色 LED や半導体の仕組みを学
ぶ体験型アイテムや実物の窒化ガリウム結晶の展示など体験（実験）
や実物の鑑賞により、より深い理解を届けます。

ワゴンエリア「ひかりであそぼう」
光ゾーン「アクティブ・ライト・シューティング」を刷新。3台のシュー
ティング台を撤去し、光の原理について実験しながら学ぶワゴン
（3 基程度）を配置します。壁や構造部はそのまま活かし、壁に投映
などができるようにします。



※2026年 7月時点のパースです。変更がある場合があります

展示ストーリーブックを広く知っていただく　

「展示ストーリーブック」の冊子化

第二期 更新箇所

所蔵資料の適切な公開

「笹ヶ瀬隕石」エリアの改修
静岡県指定天然記念物である「笹ヶ瀬隕石」をより適切なかたちで
公開し、貴重な資料を知っていただくため、エリア一帯を展示スペー
スとして改修します。常設展「宇宙ゾーン」としての 3 階の活性化
もねらいとします。

「浜松科学館 展示ストーリーブック」の再編集・冊子化を行い、内
容の充実と、科学館（地域）の資料としての幅広い活用をはかります。
職員自らが執筆し、科学を通した地域のまなびを支えることをめざ
します。 編集協力：植野 聡子氏



第二期 更新箇所

快適にご利用いただくために 館内の情報を整理・見直し

誘導壁や凹凸誘導板の追加
利用者の混乱の多い常設展入口への誘導を補助する誘導壁を新設す
るほか、正面入口～発券カウンターまでの導線およびバリアフリー
トイレに、凹凸のある床面誘導板を設置します。

館内サインの一部改修
「利用者にとって必要な情報がストレスなく得られる状態」を目指し、
館内サインの情報量や見せ方を整理するとともに、既存サインの見
直し・追加を行います。

公式ウェブサイトの一部を改修します。第一期から継続してウェブアクセシビリティの確保に努めるとともに、浜松
科学館の所有する資料等をデジタル上で公開できるベースの構築を行います。

ウェブサイトも
一部リニューアル

写真はデザイナーを交えた現地調査の様子



下記の期間を中心に、更新工事を行います。
皆様にはご不便をおかけいたしますが、なにとぞご理解・ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

2026年
工事箇所：常設展、エントランス

１回目工事 79月 日(月 ) ( 金 )119月 日～

2027年2回目工事 1月下旬 2月（予定）～
※開館時間中も工事を行います。作業音などが出ている場合があります。

工事箇所：常設展、サインの改修など

※進捗により、期間が延びる場合があります。

第二期 工事のお知らせ

！
更新による撤去のため、9月 12日以降、以下の展示はご利用いただけません

・光ゾーン「アクティブ・ライト・シューティング」
・光ゾーン「ようこそ LEDの世界へ」
※宇宙ゾーン「カミオカンデVR」は 2027年 1月の撤去・改修を予定しています



工事箇所

3F

2F1F

シンボル展示
（綿花）の新設

シンボル展示
（自動織機）の新設

誘導壁の追加誘導壁の追加

受付の壁面延長（掲示板新設）、
カウンターの間口延長

パーテーションの差替

「天野浩博士の研究室 (仮 )」の新設

ワゴンエリア
「ひかりであそぼう」の
設置

シンボル展示（光電子増倍管）
および関連展示エリアへの
改修

笹ヶ瀬隕石周辺エリアの改修

シンボル展示
（リードオルガン）の新設

宇宙ゾーン

プラネタリウムドームプラネタリウムドーム



パートナー

設計協力

合同会社辻琢磨建築企画事務所
（代表：辻 琢磨 氏）
1986 年静岡県浜松市生まれ。2010 年横浜国立大学大学
院建築都市スクール Y‐GSA修了。
2011 年 403architecture [dajiba] 設立。2017 年辻琢
磨建築企画事務所設立。名古屋造形大学特任講師、渡辺
隆建築設計事務所特別顧問。2014 年「富塚の天井」に
て第30回吉岡賞受賞※。2016年ヴェネチア・ビエンナー
レ国際建築展日本館にて審査員特別表彰※。

サインデザイン

阿部 航太 氏

1986 年生まれ。2009 年ロンドン芸術大学セントラル・
セント・マーチンズ校卒業後、廣村デザイン事務所入社。
2018 年に同社退社後、「デザイン・文化人類学」を指針
にフリーランスとして活動をはじめる。2022 年 4 月よ
り高知県土佐市に移住。「海外からの技能実習生と地域住
民との交流づくり」を目指すプロジェクトに取り組む。

※403architecture [dajiba]


